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１．はじめに 

 斜面対策工事は，地元説明が必要となることが

ある。一般に，斜面対策工事の説明は， 2次元で
ある平面図や断面図を用いることが多いと考えら

れる。熟練技術者であれば，2次元でも理解する
ことに時間はかからないが，読図能力に長けてい

ない住民にとって，初めから 2次元に表現された
ものは非常に理解しにくいものである。もし，「3
次元」で現場を表現することができれば，説明は

容易になる。

図を使って現場をより分かりやすく説明する場

合、多くは視覚的に「色分け」するなどして工夫

する。さらに、「時系列」に図を順次出して説明す

ることもある。

 本発表では，上記の「3次元」，「色分け」，「時
系列」に対応した 3Dプリンターによるフルカラ
ー模型を紹介する。

２．2 次元と 3 次元の比較 

 例として，法枠工の 2次元の図を図 1に示す。
熟練技術者は，法枠工の構造を熟知しているた

め，この 2次元の図だけで 3次元形状を読むこ
とができる。しかし，法枠工を全く知らなかっ

たり，平面図や断面図の言葉すら知らない非専

門家には，この 2次元の図だけで 3次元形状を
読むことは容易ではない。

図 1 2次元の図（左：平面図，右：断面図）

 次に，3次元のフルカラー模型を図 2に示す。
この立体模型であれば，非専門家でも一目で 3次
元形状を読むことができる。

図 2 3次元模型

３．色分け 

石膏タイプの３Dプリンターは，図 3のよう
に，模型に色を付けて出力することができる。

模型を着色し，模型を割って断面を見せること

で，家，コンクリート，鉄筋，表土，岩盤とい

った情報も付け加えて，工法を説明することが

可能である。

図 3 色分け及び断面での説明例



４．時系列での表現 

 工程の多い工事を説明するには，時系列での

表現が分かりやすい。図 4は，擁壁工事を工事
段階ごとに示したものである。①現況地形から，

②切土工事を行い，その後に③擁壁工を設置す

るといった工事の流れが説明できる。

図 4 擁壁工事の工事段階の説明

模型は，紙図面で表現できない動きを加える

ことができることも特長である。例えば，図 5
のように，模型を割って，地すべり土塊の断面

を表現したり，土塊を動かしてみたりすること

ができる。さらに，同時にアンカー工も説明で

き，工法をより深く解説するこも可能である。

５．おわりに

斜面対策工の種類は，それほど多くは無い。

図 6のように，事前にいくつか斜面対策工の模
型を作成しておくことで，いつでもすぐに地元

説明等に利用することが可能である。また，応

用すれば，対策工法の効果や考え方など，若手

技術者への技術継承にも活用できるものと考え

られる。
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図 5 地すべりやアンカー工の説明例

図 6 さまざまな斜面対策工の模型


